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大阪・関西万博への想い
山中　今年は大阪・関西万博が開催され、
特許庁も出展されるとのことですが、小野
長官も大阪ご出身ということで、万博への想
いをお聞かせいただければと思います。
小野　特許庁としては「社会課題の解決に
知財が力になる」ということを発信したいと
思っています。特許というと、大企業が独占
して利益を得るようなイメージがあるよう
にも思いますが、大小に関わりなく特許は
企業の力になります。国際的にも南北問題
という言い方をされたりしますが、そもそも
特許は先進国のためだけではなく途上国
のためにもなるので、そういう意味では同じ
目標に向かって特許が力になるというメッ
セージを発信したいと考えています。これ
についてはWIPOのダレン・タン事務局長か
らも賛同を得ているので、タン事務局長や
他国の特許庁長官も招いてそういった議論
ができればと思っています。
　また、もちろん小さいお子さんもいらっ
しゃるので、難しい話だけでなく、発明とい
うのは親しみやすく楽しいものだというこ
とを経験してもらえたらと思っています。
　ちなみに1970年の大阪万博の時代は高
度経済成長期で、目指すべきところがある

意味分かっている、いかに安く大量生産す
るか、という世の中だったと思いますが、今
は先が見えなくて試行錯誤しなければなら
ない、だからこそ知財がしっかり経営を支
えなければいけない、という違いがあると
思っています。もちろん今の時代がどうい
う時代なのかは後になってみないと分かり
ません。ただ、面白い話として、日本で専売
特許条例が施行された1885年に開催さ
れたロンドン万国発明品博覧会では、日本
の出品に発明品は少なく主に漆器や陶器
といった美術工芸品が並べられていました。
しかしそれが日本を知らない方には驚愕す
べきものとして賞賛され、その後の輸出に
結び付き、明治維新の混乱から立ち直るこ
とに繋がっていきました（参考文献：櫻井 孝

『ロンドン万国発明品博覧会1885につい
て(1)~(6)』、The Invention、発明推進協会、
2023、No.7-12）。当時も時代評価や万博
の意義などはよく分からないままやってい
たものの、思わぬ効果があった訳です。そう
考えると今年も一所懸命やっていれば嬉し
い誤算のようなものがあるかも知れません
ので、とにかく来場される方に楽しんでもら
えるようにしたいと思っています。
山中　万博は展示会の一つという面もあり

ますね。今回の出展ではパネル展示のよう
な形でメッセージを出されるのでしょうか。
小野　パネルだけではなく、触れて体験で
きるようなものを考えています。例えば、あ
る社会課題に対して、発明者がどう特許を
取って頑張ったのかというのを、その場で
追体験できるようなことができたら良いと
思っています。私自身が行っても面白いもの
になっていると思いますので、ぜひ奮ってご
参加いただきたいと思います。

長官就任の抱負
山中　ご経歴を踏まえ、改めて長官就任の
抱負をお聞かせください。
小野　まずは基本にある迅速かつ質の高
い審査はしっかりやらなければと思ってい
ます。迅速の方は特許の権利化までの期間
が平均期間14か月という目標を達成し、一
段落というところですが、現場からは、文献
は日に日に増え、外国の文献も読む必要も
あり、負担は増える一方という中で、この14
か月を維持するのは大変だと聞いていま
す。このため任期付審査官にも来てもらって
いますが、それに加えAIを使った審査も取
り組んでいかなければと思っており、これだ
けでも大きなイシューだと考えています。AI
の活用は各国特許庁でも切磋琢磨しており、
高みを目指していかなければなりませんが、
先行文献調査については、請求項の記載が
似ているものを探すとか、重要度の高いもの

昨年７月に就任された小野特許庁長官に、大阪・関西万博出展への想い、
特許庁の取組とJIPAへの期待などについて、山中理事長がインタビューを行った。
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から並べるとか、結構使っています。昔は経
験や記憶に頼っていたところを、AIで文献を
探すというのは、とても力になっており、これ
を高度化することは一所懸命やっていかな
ければと思います。基本的に特許は文字で
書かれていて、AIはこれを読めるので、かなり
の可能性があると思いますが、その使いこな
しは審査官が頑張らなければと思います。
　また、やはり特許は使ってこそというとこ
ろがあるので、審査して登録するところまで
だけでなく、しっかり使って経営に役立てて
もらう、という方も特許庁の目標としていま
す。先に述べた通り、今は経営の質が問わ
れる時代で、皆さんもどんどん経営を革新
していて、それを知財が支えていくには特許
庁も経営目線の話ができなければなりませ
ん。それは我々にとってもチャレンジング
ですが、知財がどう役立っているかが分かっ
て初めて、イノベーションを促進する特許制
度を作っていくことができるので、やはりビ
ジネスのことを分かった上でやっていくこ
とが大事だと思います。
　また、中小企業やスタートアップはやはり
人が不足しているので、その部分は梃子入
れしていかなければならないと思っていま
す。昨年INPITの法改正をしましたが、弁理
士等とも組んで面で展開して、しっかり支え
ていくことが大事だと思っています。
　日本のマクロ経済を考えたときも、デフ
レからの脱却や賃金と物価の好循環をと
言っていますが、デフレの問題点はデフレマ
インドだと思います。「価格を上げられない
ので、イノベーションをして良いものを作っ
ても高く売れない、それならコストカットを
…」という状況を脱却していくというのが今
の課題だと捉えると、特許を使ったイノベー
ションの好循環をしっかりやっていきたい
と思っています。

特許制度について
山中　日本企業は今まで価値＝製品その
ものでしたが、価格の構成に製品としての
ハードだけではなく知恵を入れる。それが
好循環に繋がると思います。中小企業も知
恵で稼ぐというところが大事になっていて、
今後のイノベーションには国全体がそうい
う方向になるべきと考えます。
小野　まさにそうだと思います。特許制度
をしっかり世の中に合わせ、イノベーション

を促進するものにしていかなければならな
いということで、国境を跨いだサービスやAI
関連発明といった問題を評価していきたい
と思っています。
　国境を跨いだサービスについては、特許
制度小委員会で議論されています。経済的
効果や技術的効果といった要素を法律に
どう書くかが難しいところですが、国境を跨
ぐ活動の問題はネットワーク関連発明だけ
でなく、他の色々なものでも起きると考えま
す。そちらも見ていかなければならないの
で、頑張りどころだと思っています。
　そしてAI関連発明については、AI自体の
発明だけでなく、AIの使い方の発明もあり、
そちらは当然あらゆる分野のものになりま
す。そこで各審査室にAI関連発明の審査を
サポートするAI審査支援チームのメンバー
を配置し、このチームの能力も上げていく
ため、大学等の専門家をAIアドバイザーとし
て最新の知見を学ぶようにしています。ま
た、審査事例を出すことで予見性を高める
ようにしています。各国特許庁とも情報共
有しています。

中小企業支援について
山中　中小企業に対する取組について、注
力されていることを教えてください。
小野　伴走支援について腰を据えてやって
いかなければと思っています。先ほど述べ
た経営目線で、こういう事業ならこういう知
財の使い方が良い等、ビジネス全体を見た
上で知財戦略をコンサルティングするよう
なサービスが日本全国で提供されるように
なるのが目標です。モデル事業でスタートし
て横展開する中で全体の能力が上がってい
くのを目指したいです。
山中　経営層への働きかけも大事だと思い
ます。
小野　知財コンサルタントと合わせて経営
コンサルタントも派遣するという取組を始
めています。また、これはアイデア段階です
が、既に経営層とのルートができている銀

行と組んで知財コンサルティングをするの
も一つの手と考えています。いずれにせよ
社長の目線に当てていかないと進まないと
思います。
　知財金融というのもありますが、やはり
知財だけで融資は難しく、ビジネスがあって、
それを知財が支えていて、そのビジネスが
どれだけお金を生むかというところから話
が始まるのだと思います。前職の日本政策
金融公庫も、まずは社長に困りごとを聞くと
ころから始まります。例えばDXの手伝いを
するという話では、いきなりDXと言っても
なぜそれをやるのかという話になりますが、
どういうビジネスを考えているのかという
話から入れば、それならDXをこう使うと良
いという感じで繋がります。知財もそうい
うことだと思います。

JIPAへの期待
山中　JIPAに対する今後の期待やご要望
をお聞かせください。
小野　イノベーションを支える特許制度に
していくために、常にアップデートしていか
なければならないので、どういうニーズが
あるのか、どういう風に考えているのか、意
見交換させていただきたいです。先ほどの
国境を跨いだネットワーク関連発明の話も、
密に意見をいただいたおかげで議論も煮
詰まってきたと思いますので、引き続きお願
いします。
　また、知財経営についてもJIPA会員の皆
さんは、議論が進んでいる企業が多いと思
うので、事例を蓄えて、中小企業も含め知財
経営の本質を理解して、底上げができたら
と思います。やはり大企業と中小企業で、知
財に対する認識に差があると意見が違って
くると思います。大企業も中小企業も知財
をうまく使っている状況になって、初めて制
度改正に対する意見が合うので、その意味
でも底上げを図っていかなければならない
と思います。そして我々も同じ目線でしっか
り議論していきたいと思います。

小野特許庁長官（右から5人目）とJIPAからの参加者
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